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研 究 テーマ 吸血昆虫媒介性感染症の制御に関する研究 

 

研究概要 

世界がボーダレス化する中、これまで考えもしなかった感染症に遭遇するリスクが増

えてきました。また、地球規模での環境変動に伴い、それらを媒介する節足動物（ベ

クター）も侵入・定着するリスクも増しています。これらベクター媒介性感染症への

対策としては、治療法・予防法の開発とともに、感染源・感染経路の解明、伝播メカ

ニズムの解析など、マクロとミクロの様々な視点からの研究が重要です。当部門では

以下のような研究を行っています。 

1. リーシュマニア症の疫学調査研究 

リーシュマニア症は、体長 2-3mm（蚊の 1/3 程度）の微小な吸血昆虫サシチョウ

バエに媒介されるリーシュマニア原虫によって引き起こされる人獣共通感染症で、

98か国で1,200万人以上の患者が報告さ

れています。この研究では、リーシュマニ

ア症の疾患流行地（エクアドル、ペルー、

タイなど）で疫学調査を行い、その伝播疫

学に関する調査研究を行っています。また、

分子診断法や簡易血清診断法の開発、感染

者、ベクター、保虫動物からの病原体検出・

同定法の開発などを行い、流行地での疫学

調査に応用しています。 

2. 吸血昆虫の唾液が病原体感染に及ぼす役割の解明 

吸血性節足動物の唾液は、血小板凝集阻害、血液凝固阻害、血管拡張、抗炎症などの

作用をあわせ持つ“生理活性物質のカクテル”で、これを宿主に注入して効率よく吸

血しています。近年、様々な吸血性節足動物の唾液

からユニークな生理活性物質が見つかっています

が、これらの一部は媒介する病原体の感染を増強す

る作用があることもわかってきています。この研究

では、吸血昆虫の唾液から哺乳類の生理機能や免疫

機構に影響を及ぼす物質を探索し、医薬品や検査・

研究試薬への応用を目指しています。また、吸血昆

虫の唾液がどのように病原体感染を増強するのか、

そのメカニズムについて研究しています。 

3. 遺伝子改変技術を利用した蚊の吸血・生殖機構の解析とマラリア原虫寄生メカニズム

に関する研究 
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マラリアはハマダラカに媒介され、未だに年間約 50 万人もの人々が命を落としてい

ます。マラリア対策として、ハマダラカのコントロール

はワクチン開発と並んで非常に有効です。したがってハ

マダラカおよび蚊ステージのマラリア原虫の解析はハ

マダラカの新しいコントロール法開発につながる重要

な課題です。この研究では遺伝子組換え（トランスジェ

ニック）技術やゲノム編集技術を利用して、ハマダラカ

—マラリア原虫間の相互作用の解析や、ハマダラカの吸

血や生殖に関わる遺伝子の解析を行い、マラリア非媒介

蚊の作製や不妊化技術の開発を目指しています。 
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アピールポイント（研究手法や連携研究室、参加希望者へのメッセージなど） 

人に寄生するムシ、病原体を媒介するムシ。古典的な手法や最先端の技術を駆使して、
“ムシのいい関係”をフィールドとラボから研究しています。寄生虫や吸血昆虫の神秘
に触れ謎を解き明かしたい方、感染症の伝播機構の解明や新しい診断・予防技術に関す
る研究に興味がある方は、気軽にご連絡ください。大学でしかできない研究に取り組ん
でみませんか？ 
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